
	平成２９年度（２０１７年度）
社会福祉法人　いなほ福祉会
いなほ作業所　事業計画書


１．基本方針
　　障害の状況に配慮しつつ利用者が働く中で、その能力をいかんなく発揮し、生産活動　　をとおし社会的貢献や働く喜び、充実感を感じ取ることで、自らの存在価値を確認し、　　社会的自立をめざします。また、一人ひとりが互いに人格を尊重し、相互に助け合う　　集団づくりを通し豊かな成長をめざします。
２．利用定員
     定員４０名　　利用登録者４５名
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４．営業日及び営業時間
    営業日及び営業時間　　月曜日～金曜日  午前８時３０分～午後５時００分
　　　　　　　　　　　　　第３土曜日      午前９時００分～午後３時００分
　　　　　　　　　　　　（但し、行事の都合により営業日が変更となる場合があります）
５．今年度の重点方針
	〔　作業・実践　〕
　　①　製パン事業の充実をめざします。
　　　　・販路の拡大をすすめ、売り上げを伸ばします。
　　　　・商品の品質向上と商品開発をすすめます。
　　　　・パン店舗(いなほ作業所太地出張所)開設に伴い、今までになかった季節ごとの商品を提供し、パンの販売を通じて、地域との交流を図ります。
　　②　中里出張所では、落ちついた活動ができる環境を整え、きめ細やかな支援を
　　　　行います。
　　③　下里出張所では、ゆったりできる活動を取り入れながら基本的な柱の「働く」ということにこだわった取組みを行います。
    ④  利用者増に伴い、新たな作業種目の導入を検討します。
〔　事業・運営・研修　〕
　　①　職員の経験年数を勘案した研修参加を実施し、スキルアップを図ります。
　　②　就業規則等の諸規定の周知を実施し、働き方に対する職員の意識改革を図り
ます。
　  ③　成人分野職員の合同会議を定期的に行い、成人期全般の広範な課題や今後の

方向性についての検討をすすめます。



６．利用者へのサービス
（１）就労継続支援Ｂ型個別支援計画に基づいた支援の実施
　　　利用者のニーズに応えつつ、満足度の高い安定したサービスを計画的、かつ効果的　　に提供することに努めます。
　　　施設における個別支援計画に留まらず、ケアマネジメントの手法を活用し、個別支援の充実に努めます。
（２）日　課
　　　(月～金)      　　　                     中里出張所
	　  職員朝礼   　　　 8:30～ 8:40
    利用者朝礼 　　   8:50～ 9:00
    体　　操          9:00～ 9:15
    作　　業　　　　  9:15～10:30
    休　　憩 　　    10:30～10:40
    作　　業 　　    10:40～12:00
    昼食休憩  　　   12:00～13:00
　  作　　業　　　　 13:00～14:00
    休　　憩  　　   14:00～14:15
　　作　　業  　　   14:15～15:00
    清　　掃   　　  15:00～15:15
    利用者終礼　　   15:15～15:30
    帰　　宅     　　15:30～
    職員終礼     　　15:30～15:50
    職員業務         15:50～17:00
	

	
	

	
	      


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
     　第３土曜日（土曜取組）
	　    職員朝礼  　      9:00～ 9:10
    利用者朝礼   　   9:10～ 9:30
    取り組み        　9:30～12:00
    昼食休憩       　12:00～13:00
    帰　宅　　     　13:00～14:30
    職員終礼・業務   14:30～15:00



   ※　平日就業時間　５時間００分
（３）作業支援
    　具体的生産活動の中で、利用者の能力に応じた適切な作業支援、技術支援を行い、　 働くことを通じ「達成感」や「責任感」を感じてもらえるよう支援します。
　 　また、一人ひとりが持っている能力を引き出し、主体的、自主的に作業参加できる　 よう支援を行います。
    　高齢化に伴う体力の低下や、また体調面や心理面などにも配慮し、ゆるやかな作業   を導入し、日中活動を充実させます。
	    １，製パン事業
	
	 パンの製造・販売・納品


	    ２，軽作業
	
	
	 コーヒー袋詰め作業 　　　  
お茶の袋詰め作業
 物品販売（町指定ゴミ袋・ごま・ふきん・コーヒー・お茶等） ゆるやかな作業（並びに日中活動）

	
	


　　　　　　　　　　　　　
（４）生活支援
    基本的生活を可能な限り「自立」できるよう支援します。その場合、支援が一方的な押しつけにならないよう「本人の主体性」を大切にし、障害状況などにも配慮しながら  支援を行います。
　 「自主性」や「自立心」が育まれる支援を大切にし、集団づくりを通して社会性を育みます。
    土曜日取り組みを継続し、平日に取り入れにくい余暇活動を充実し、生活体験の幅を　広げる活動を行います。
  　ハイツ（ＧＨ）での宿泊体験実習をすすめ、緊急時の一時宿泊や将来のグループホー　ム等での生活に備えます。
（５）就労支援
　
一般就労への希望者に対して、障害者就業・生活支援センター等の関係機関と連携し、職場実習や求職活動の支援を行います。
（６）工賃の支払い
事業収入から、事業に必要な経費を控除した額に相当する金額を、工賃として支払い　
ます。また、工賃の水準を高めるよう努めます。
（７）健康管理
　　年２回の健康診断を実施し、日常の健康管理、また家庭・医療との連携を行い、健康維持・増進に努めます。
　　また、栄養のバランスを考えた給食等に配慮し、食事を通した健康増進にも努めます。
（８）通   所
    通所について、公共交通機関が不十分な地域性に鑑み、作業所送迎車両による通所送　迎を実施します。ただし、本人の住居地、障害状況、交通事情により一部実施しない場　合があります。
　　通所時における安全確保は、家庭と作業所が協力しあうものとします。
（９）給食サービス
    希望者に限り給食（昼食）の提供を行います。
１食につき３００円（食材費実費）を徴収します。
　　行事等の昼食に弁当を発注した場合の費用（実費）
７．諸記録の整備
　　・「作業所日誌」
　　・「ケース記録」
　　・「個別支援計画」「モニタリング」等々
８．利用者のプライバシーの確保（個人情報管理）
　　人権擁護の立場から、個人のプライバシーの保護並びに配慮を徹底します。
　　職員は、正当な理由なく、その業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を第三者　　に漏らしてはならない。さらに、職員でなくなった後においてもこれらの秘密を保持　　すべき旨を、職員との雇用契約に明記するなど必要な措置を講じます。
９．非常災害対策（安全管理）
　　天災及びその他の災害が発生した場合、職員は利用者の避難等適切な措置を講じます。　　また、防火管理者は、非常災害に関する具体的な計画を立て、職員に周知徹底を図るとともに、避難経路及び協力機関等との連携方法を確認し、災害時には、避難等の指揮をとります。また、非常災害に備えるため、避難、救出その他必要な訓練を定期的に行います。
　　・避難訓練の実施　『５月(地震)・１１月(火災)・２月(火災)』
　　・消防設備等の点検『９月・３月』
１０．虐待の防止のための措置
　　利用者の人権擁護・虐待の防止等に対応するため、責任者の設置、相談窓口の設置　　等苦情解決体制の整備、成年後見制度の利用支援、職員に対する研修その他必要な措　　置を講じます。
１１．苦情解決のための措置
　　利用者からの苦情に迅速かつ適切に対応するため、相談窓口の設置その他必要な措置　を講じます。第３者委員との会合を年１回開催します。
　　苦情解決責任者　 生　熊　　映
　　苦情受付担当者　 谷　　香奈代
　　第 ３ 者 委 員　 那智勝浦町役場福祉課福祉厚生係
１２．職員（援助者）の援助技術の向上
（１）職員会議の実施（月２回）→　職員間コミュニケーションの充実
（２）ケース会議の実施（必要に応じ）
（３）研修の実施
　　　・「研修計画」の策定
　　　・各種研修会への目的別参加
　　　・障害の理解／自立の理解／受容的態度の修得／相談技術
　　　・利用者・家族ニーズの掘り起こし　等々の学習
（４）職員の自己評価、並びに職員の目標設定を実施します。
１３．家族会
    利用者、家族、作業所が相互に情報交流を行い、利用者への支援や必要な環境づく　　りを共にすすめます。
　　年度始めに個別に家族との懇談を実施します。さらに、隔月で家族会を開催します。
１４．事務・財務管理
（１）会計処理の適正を図ります。
（２）請求事務の適正を図ります。
（３）経費の省力化を図ります。
１５．その他の業務
（１）きょうされん、わされんの運動をすすめます。
（２）啓発活動（地域住民の理解の促進）に努めます。
（３）地域との協力に努めます。
移　　動     　　 9:00～ 9:15


    作　　業　　　　  9:15～10:30


    休　　憩 　　    10:30～10:40


    作　　業 　　    10:40～12:00


    昼食休憩  　　   12:00～13:00


    移　　動         13:00～


    午後の取組       13:10～14:50


    移動（作業所）   14:50～15:00





下里出張所





移動(作業所から)　8:45～ 9:00


    体　　操　　　　  9:00～ 9:15


    作　　業 　　     9:15～10:30


    休　　憩 　　    10:30～10:45


    作　　業 　　    10:45～12:00昼食休憩  　　   12:00～13:00


    午後の取組or作業 13:00～14:00


    休　　憩 　　    14:00～14:15作　　業 　　    14:15～14:50移動（作業所へ） 14:50～15:00





【午後の取り組みの内容】


    ストレッチ・クッキング・作品作り


散策・買い物　等々





太地出張所（パン販売店舗）





※都合により営業日が変更となる場合有り





移　　動    　　 9:15～ 9:30


    開店準備　 　　  9:30～11:00


    営業時間　　    11:00～17:00


 【昼食休憩(交代)   12:00～13:00】


    閉店・帰宅　 　 17:00～17:30









